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１．概要（注：結論を含めて下さい）  

 Mg(BH4)2 はリチウムイオン電池用活物質として利用でき、LiBH4 と Mg を生成すること

が示唆されている。この電気化学反応が実際に起こることを明らかにするため、 Li 

K-edge 等の X 線吸収測定を検討した。  

 

（English）  

 It has been suggested that Mg (BH4) 2 can be used as an act ive material for lithium-ion 

batteries and produces LiBH4 and Mg. In order to clarify that this electrochemical reaction 

actually occurs, X-ray absorption measurements such as Li K-edge were examined.  

 

 

 

２．背景と目的  

我々はこれまで、LiBH4を固体電解質に、Li 金属負極及び Mg(BH4)2電極を組み合わせることで、

Mg(BH4)2 の合材電極では、固体電解質を必要としないことを見出している。この電極ではイオン伝

導性の高い LiBH4 と Mg が生成するため合材電極中に固体電解質粉末が不要であると考えられる。

XAFSによって放電生成物を明らかにすることは電池反応を理解する上で重要である。そこで本研究

では、軟 X 線の XAFSを用いて Mg(BH4)2にリチウムイオンを挿入した際の充放電生成物を観測する

ために、まずは充放電前後で生成する可能性のあ

る物質のスペクトルを取得することを目的とし

た。 

 

３．実験内容（試料、実験方法、解析方法の説明）  

Mg(BH4)2にリチウムを挿入する過程の模式図

を図１に示す。今回は充放電反応に関与する可能

性がある試薬を測定した。電池はグローブボック  
図１ 使用した全固体電池の模式図 

 

九州シンクロトロン光研究センター 
県有ビームライン利用報告書 

課題番号：2012137R ＢＬ番号：12 



ス中でトランスファーベッセルに封入し、大気非接触の環境で測定に持ち込んだ。BL12を用いて、

電子収量法によりXAFS測定を行った。 

 

４．実験結果と考察  

 X線ラマン分光によって LiBH4や LiH等の水素化物系材料の Li K 吸収端測定がなされており、そ

れぞれ 56 eV、60 eV付近に吸収をもつことが報告されている 1)。今回はこれを参考に正しいスペク

トルが得られているかを判断した。今回測定した一例として、LiHの XASスペクトルを図１に示す。

スペクトル形状から、Li2O になっていると考えられる。この原因として、グローブボックスからビ

ームラインまで搬送する際の酸化があったことが考えられる。 

 

 
 

 

 

 

５．今後の課題  

 図１で示した通り、今回は期待されるスペクトルは取得されなかった。原因はトランスファーベッ

セルにリークがあったためと考えられる。リーク箇所については特定し解決されているので、今後修

理したトランスファーベッセルを用いて再度実験を行う必要がある。 
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図１ LiHのLi K吸収端のXASスペクトル 


